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（その三）

工場又は事 株式会社 奈良工業所

業場の名称 本社

（２）揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策
ア 計画年度に実施する対策の内容

(1)の計画年度の削減率を達成するための対策について、別表から該当する記号を選んで記
載すること。複数の対策を組み合わせて実施しようとする場合は、全ての対策について記載す
ること。

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10

23 34 39

その他（１９，２９，３９，４９，５９，９９）を選んで記載した場合は、対策の内容を
次の欄に具体的に記入すること。

洗浄条件の改善（各層の時間や数量の変更）による溶剤使用量の削減

備考 ３（２）に記載する対策も含めて記載すること。

イ 目標年度の削減率を達成するために実施する対策の内容
(1)の目標年度の削減率を達成するため、基準年度の翌年度以降新たに実施し、又は実施した

対策について、別表から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実施し
ようとする場合は、全ての対策について記載すること。

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10

23 34 39 99
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（その四）

工場又は事 株式会社 奈良工業所

業場の名称 本社

（３）自主的取組実績の評価
ア (1)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価

計画年度の属する年度
評価

平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度以降

目標年度の目標達成に向 削減目標を達成できた。 計画年度の目標を達成できＡ
けて順調に進んでいる。 た。

目標年度の目標達成に向 削減目標を概ね達成できた 計画年度の目標を概ね達成
けて概ね順調に進んでい （一部に課題がある 。 できた（一部に課題があＢ 。）
る（一部に課題があ る 。。）
る 。。）

目標年度の目標の達成に 削減目標の達成に困難な課 計画年度の目標の達成に困Ｃ
困難な課題がある。 題がある。 難な課題がある。

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。

イ 課題と対策

備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載すること。
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（その三）

工場又は事 ＴＯＴＯハイリビング株式会社

業場の名称 茂原工場

（２）揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策
ア 計画年度に実施する対策の内容

(1)の計画年度の削減率を達成するための対策について、別表から該当する記号を選んで記
載すること。複数の対策を組み合わせて実施しようとする場合は、全ての対策について記載す
ること。

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10

21 91

その他（１９，２９，３９，４９，５９，９９）を選んで記載した場合は、対策の内容を
次の欄に具体的に記入すること。

備考 ３（２）に記載する対策も含めて記載すること。

イ 目標年度の削減率を達成するために実施する対策の内容
(1)の目標年度の削減率を達成するため、基準年度の翌年度以降新たに実施し、又は実施した

対策について、別表から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実施し
ようとする場合は、全ての対策について記載すること。

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10

21 29 91
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（その四）

工場又は事 ＴＯＴＯハイリビング株式会社

業場の名称 茂原工場

（３）自主的取組実績の評価
ア (1)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価

計画年度の属する年度
評価

平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度以降

目標年度の目標達成に向 削減目標を達成できた。 計画年度の目標を達成できＡ
けて順調に進んでいる。 た。

目標年度の目標達成に向 削減目標を概ね達成できた 計画年度の目標を概ね達成
けて概ね順調に進んでい （一部に課題がある 。 できた（一部に課題があＢ 。）
る（一部に課題があ る 。。）
る 。。）

目標年度の目標の達成に 削減目標の達成に困難な課 計画年度の目標の達成に困Ｃ
困難な課題がある。 題がある。 難な課題がある。

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。

イ 課題と対策

備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載すること。
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（その四）

工場 又 は事 株 式 会 社 IP S アルファテクノロジ

業 場 、の名 称 茂 原 事 業 所

（3）自主的取組実績の評価
ア（1）の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価

評価

ノ計画年度の属す る年度

平成 2 1 年度以前 平成 2 2 年度 平成 2 3 年度以降

A
．、 度 の 目標 達　 し日

払ヱ 順 調 に進 んで いる 削減 目標 を達成できた。
計 画 年 度 の 目標 を達 成 で き
た 。

B

目標 年 度 の 目標 達 成 に向
削 減 目標 を概 ね 達 成 で き た
（一 部 に．課 題 が ある 。 ） 。

計 画 年 度 の 目標 を概 ね達 成
けて 概 ね 順 調七 進 ん で い で き た （一 部 に課 題 が あ る
る （一部 に課題がある。）。 。 ） 。

C 目標 年 度 の 目標 の 達 成 に 削減 目標 の達 成 に 困難 な課 計 画 年 度 の 目標 の 達 成 に困
困難 な 課題 が あ る。 題 が あ る。 難 な課 題 が あ る。

備考　評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。

イ　課題と対策

備考　この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がCの場合は、必ず記載すること。



（その三）

工 場 又 は 事 双 葉 電 子 工 業 株 式 会 社

業 場 の名 称 長 生 工 場

（2）揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策
（1）の計画年度の削減率を達成するために実施した対策について、自主的取組計画書の別表

から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実施した場合は、全ての
対策について記載すること。

対 策 1 対 策　 2 対 策 3 対 策 4 対 策 5 対 策 6 対 策　 7 対 策　 8 対 策 9 対 策 1 0

1 日

l

】
2 ； 9

l

l
3 ： 4

I
l

l
l
l
l
l

l
l
l
l
l

l
l
l
l
l

l
l
l
l
l

l
l
l
l
l

l
l
l
l
l

l
l
l
l
l

その他（19，29，39，49，59，99）を選んで記載した場合は、対策の内容を
次の欄に具体的に記入すること。

対策2について

対策3による生産設備集約化と共に、基板洗浄設備におけるI PAベーパー乾燥をやめ、

エアーナイフ乾燥に切り替えVOC使用量を削減。



（その四）

工 場 又 は 事 双 葉 電 子 工 業 株 式 会 社

業 場 の名 称 長 生 工 場

（3）自主的取組実績の評価
ア　川の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価

評価

1計画年度の属す る年度

平成 2 1 年度以前 平成 2 2 年度 平成 2 3 年度以降

A
澗 芸 ◎ 嘗畿 向

削減 目標を達成できた。 計画年度 の 目標 を達成 でき
た。

B

目標年 度 の 目標達成 に向 削減 目標 を概ね達成 できた
（一部 に課題が ある。）。

計画年度 の 目標 を概 ね達成
けて概 ね順調 に進 んでい で きた （一部 に課題 があ る
る （一部に課題がある。）。 。）。

C 目標年度 の 目標 の達成 に 削減 目標 の達成 に困難 な課 計画年度 の 目標 の達成 に困
困難な課題 があ る。 題 がある。 難な課題が ある。

備考　評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。

イ　課題と対策

キシレン含有材料の代替化によりキシレン使用量が減った。

本報告年度は、経済状況の悪化に伴い生産量減と共にVOC物質使用量が減った。

現在一部生産が増加し、最もVOC物質を使用量する工程であるため、本報告年度

以上の排出量等が想定される。

レジストコ一夕ー（塗装施設）でのVOC物質使用量が予定通り増加してきた。

廃液回収はしているが、強制排気の影響により回収率が約40％でありこれを向上

させる方策を検討している。

備考　この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がCの場合は、必ず記載すること。


































